
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
三
項
の
表
第
六
十
六
条
の
四
第
二
十
七
項
の
項
中
「
及
び
同
条
第
二
十
七
項

及
び
同
法
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
の
四
第
二
十
七
項

」
を

及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
六

条
の
四
第
二
十
七
項
の

「
前
条
及
び
租
税
特
別
措
置
法

及
び
に
お
項
の

「
前
十
三

租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
三
項

い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
六
条
の
四
第
二
十
七

同
法
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
三
項
に
お
い
て
準

る
同
法

「
及
び
同
法

及
び
用
す

条
及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
七
条
の
十
八
第

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

」
に
改
め
、
同
表
第
六
十
六
条
の
四
第
三
十
項
の
項
中
「
租
税

特
別
措
置
法

租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
三
項
（
国

外
所
得
金
額
の
計
算
の
特
例
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法

」
を

「
租
税
特
別
措
置
法

同
法
第
六
十
六
条

項

の
四
第
二
十
七

租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
三
項
（
国

外
所
得
金
額
の
計
算
の
特
例
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法同
法
第
六
十
七
条
の
十
八
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
六
十
六
条
の
四
第
二
十
七
項

」
に
改
め
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

14

第
一
項
の
規
定
は
、
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
特
定
株
式
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

15

第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
法
人
の
同
項
の
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
た
金
額
は
、
法
人
税
法

第
六
十
七
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
所
得
等
の
金
額
に

含
ま
れ
る
も
の
と
し
、
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
又
は
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
た
金
額

は
、
同
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
所
得
等
の
金
額
に
含

ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

16

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
又
は
第
五
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
法
人
の

利
益
積
立
金
額
の
計
算
そ
の
他
第
一
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定

め
る
。

第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
の
五
第
一
項
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
の
十
六
の
二
の
見
出
し
中
「
平
成
三
十
二
年
」
を
「
令
和
二
年
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
平
成

三
十
二
年
に
」
を
「
令
和
二
年
に
」
に
、「
平
成
三
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
平
成
三
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
平
成
三
十
二
年
」
を
「
令
和
二
年
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
の
十
七
第
九
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
二
中
「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
三
の
四
第
一
項
中
「
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
」
を
「
、
第
五
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
、
第
五
十
五
条
の
二
」
を
削
る
。

第
六
十
八
条
の
五
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
八
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
九
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三

十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
第
二
号
イ
中
「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
七
第
二
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
五
の

六
の
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
百
分
の

三
十
」
を
「
百
分
の
二
十
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
一
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
の
十
三
第
一
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和

三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
四
の
見
出
し
中
「
特
別
償
却
等
」
を
「
特
別
償
却
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
四
項
」
を

「
第
三
項
」
に
、「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
」
に

改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第

九
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
三
項
」
に
、「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項

と
す
る
。

第
六
十
八
条
の
十
四
の
二
第
一
項
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
四
の
三
第
一
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
五
第
一
項
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
一
項
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額

イ

三
十
万
円
に

に
掲
げ
る
数
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
と
二
十
万
円
に

に
掲
げ
る
数
を
乗
じ
て
計
算
し

た
金
額
と
の
合
計
額

当
該
連
結
親
法
人
及
び
そ
の
各
連
結
子
法
人
（
認
定
事
業
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。）の
当
該
適
用
年
度
の
地
方
事
業
所
基
準
雇
用
者
数
の
合
計
（
当
該
地
方
事
業
所
基
準
雇
用
者

数
の
合
計
が
当
該
適
用
年
度
の
連
結
基
準
雇
用
者
数
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
連
結
基
準
雇
用
者
数
。

ロ

に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
、
当
該
連
結
親
法
人
及
び
そ
の
各
連
結
子
法
人
の
個
別
特
定
新
規
雇
用
者

数
（
当
該
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
の
当
該
適
用
年
度
の
地
方
事
業
所
基
準
雇
用
者
数
（
当
該

地
方
事
業
所
基
準
雇
用
者
数
が
当
該
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
の
当
該
適
用
年
度
の
基
準
雇
用

者
数
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
基
準
雇
用
者
数
。
ロ

に
お
い
て「
調
整
地
方
事
業
所
基
準
雇
用
者
数
」

と
い
う
。）の
う
ち
、
当
該
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
の
当
該
適
用
年
度
の
特
定
新
規
雇
用
者
数

に
達
す
る
ま
で
の
数
を
い
う
。

に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
に
達
す
る
ま
で
の
数

に
掲
げ
る
数
の
う
ち
、
当
該
連
結
親
法
人
及
び
そ
の
各
連
結
子
法
人
の
個
別
移
転
型
特
定
新
規
雇
用

者
数
（
当
該
連
結
親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
で
、
当
該
適
用
年
度
開
始
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
前

の
日
か
ら
当
該
適
用
年
度
終
了
の
日
ま
で
の
間
に
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
（
地

域
再
生
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
計
画
の
認

定
を
受
け
た
も
の
の
個
別
特
定
新
規
雇
用
者
数
の
う
ち
当
該
計
画
の
認
定
に
係
る
特
定
業
務
施
設
（

及

び
ロ

に
お
い
て
「
移
転
型
特
定
業
務
施
設
」
と
い
う
。）に
お
い
て
当
該
適
用
年
度
に
新
た
に
雇
用
さ
れ

た
特
定
雇
用
者
で
当
該
適
用
年
度
終
了
の
日
に
お
い
て
当
該
移
転
型
特
定
業
務
施
設
に
勤
務
す
る
も
の
の

数
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
数
に
達
す
る
ま
で
の
数
を
い
う
。）の
合
計
に
達

す
る
ま
で
の
数
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